学びの質を高める授業実践報告
―地域の食材を用いた和食の調理と1食分の調理の工夫―

□□チーム　●●中学校

１　はじめに
本題材は、Ｂ(3)ア(エ)及びイで構成する。地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の調理が適切にできるようにするとともに、日常の１食分の調理について、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、工夫することを目指す。
　そのため、生徒が自らの生活から問題を見いだして課題を設定し、解決方法を検討・計画して実践するとともに、その結果を評価・改善する学習を位置付ける。また、題材を通して、自分や家族の食生活をよりよくするために、生活を工夫し創造し、実践しようとする態度を育成する。

２　授業実践
（１）学習過程と仕掛け・手立て
	問い
	地域の食文化や地域の食材を生かし、食生活をよりよくするためには、どのような１食分の調理をすればよいだろう。

	
	学習内容・活動
	仕掛け・手立て

	課題設定
	・地域の食文化や地域の食材、和食について、これまでの自分の理解や経験を振り返る。
・自分や家族の食生活から問題を見いだし、題材を通して解決したい課題を設定する。
	・地域の食文化、地域の食材、和食　
　に関するチェックリストを活用する。
・学びの活用シートを用いて、題材終了時のなりたい姿をイメージする。

	解決方法の検討と計画
	・地域の食材や郷土料理について調べ、１食分の調理に取り入れる料理を考える。
・食品の選択や調理の仕方について、根拠を明確にして検討する。
・汁物を「ふしめん汁」とした１食分の調理について考える。
・１食分の調理計画を作成し、グループで共有したことを基に改善する。
	・食品の選択、調理の仕方、調理計　
　画を１枚にまとめたワークシートを活用する。
・調理の仕方を検討するための問いを提示する。
・一人一人が考えた調理計画をグループで共有し、改善する場を設ける。　

	課題解決に向けた
実践活動
	・郷土料理「ふしめん汁」を取り入れた
１食分の調理を実践する。
・食品の選択、調理の仕方、調理の手順 
等について、計画どおりに実践できたかを振り返る。
	・考えた調理計画が実践できるように個人が立てた調理計画を提示する。
・計画どおりにできたことや、計画を変更したこと、その理由を記録できるようにする。

	実践活動の評価・改善
	・自分が設定した課題と調理の実践を振り返り、課題を解決できたかどうかを評価する。
・課題を解決できたと判断した根拠と、今後の改善点をレポートにまとめる。
・レポートを共有し、友達の考えを参考にして自分の考えを見直す。
・題材の開始時に使用したチェックリストを再度活用し、自分の変容を確認するとともに、新たな問題を見いだす。
	・「設定した課題」「取組の過程」「課題を解決できたと判断した根拠」「今後の課題と展望」の項目を示したレポート例を提示する。
・友達のレポートに、課題を解決できたと判断した根拠や、参考になった考えについてコメントを書く場を設定する。
・題材の開始時と終末時に、同じ項目のチェックリストを活用する。


（２）実践活動の評価・改善の工夫
　生徒が、自分で設定した課題を解決できたかどうかを振り返るために、調理実習後に実践を評価・改善し、レポートにまとめる活動を位置付けた。
　レポートには、「設定した課題」「取組の過程」「課題を解決できたと判断した根拠」「今後の課題と展望」の項目を示した。生徒は、それぞれの項目について自分の実践を振り返り、レポートにまとめた。その後、グループでレポートを共有し、友達のレポートにコメントを書いた。

３　おわりに
　生徒は、題材を通して設定した課題を意識しながら、解決方法を検討・計画し、調理の実践に取り組んだ。実践後には、調理計画と実際の調理を比較し、自分の課題を解決できたかどうかを振り返った。
　また、取組の過程を振り返ることにより、地域の食文化に関する知識及び地域の食材を用いた和食の調理に関する技能を身に付けたことを自覚する姿が見られた。
　一方で、自分の生活から新たな問題を見いだし、次の課題を設定することができた生徒は一部にとどまった。このことから、今回講じた仕掛けや手立てが、生徒にとって必要感のあるものになっていたかを再検討する必要がある。
　今後は、生徒一人一人が自分や家族の食生活との関わりを実感しながら問題を見いだし、課題を設定することができるよう、題材の導入や振り返りの方法を改善していきたい。
【実践報告作成上の留意事項】
・生徒の学びの姿を主語として記載してください。教師の仕掛けや手立てについては、評価規準に照らして「おおむね満足できる」状況（B）となるよう構想したものを記載してください。
・副題には、授業実践の内容が分かる言葉を記載してください。
・チームで意見をまとめた場合は、執筆者名に代えてチーム名のみを記載しても構いません。
・複数の授業実践を報告する場合は、「授業実践１」「授業実践２」のように分けて記載してください。
１　はじめに
授業の概要、題材の目標、育成を目指す資質・能力等を記載してください。
２　授業実践１
（１）学習過程と仕掛け・手立て
学習過程、学習内容・活動、教師の仕掛けや手立て等を記載してください。
何を評価するのかを明確にすることで、どのような仕掛けや手立てが必要かを考えることができます。
（２）実践活動の評価・改善の工夫
学びの質を高めるために講じた仕掛けや手立てと、それによって見られた生徒の具体的な姿や変容を記載してください。
必要に応じて、写真やワークシート等を掲載してください。
３　授業実践２
複数の授業実践を報告する場合は、授業実践ごとに「学習過程と仕掛け・手立て」「実践活動の評価・改善の工夫」を記載してください。
４　おわりに
実践の成果と課題、教師が講じた仕掛けや手立ての評価、今後の改善点等を記載してください。
・チームから複数の実践報告や提案がある場合は、４ページを超えても構いません。
・徳島県中学校技術・家庭科研究会のホームページ（ライブラリ）にフォーマットを掲載していますので、御活用ください。





















　　　








